
信州⼤学知の森基⾦ 令和 5 年度事業報告 

 
 
1．寄附受⼊状況 
 
知の森基⾦ 寄附受⼊総額︓24,118,365 円 

 
 
 

 令和 5 年度の知の森基⾦の寄附受⼊総額は 24,118,365 円となった。 
 また、知の森基⾦専任のファンドレイザーが地域企業への訪問を積極的に⾏い、法⼈及び団体による寄附⾦
額については、約 600 万円増収した令和 3 年度から引き続き約 1,700 万円の受⼊を維持することができた。今
後もファンドレイザーと寄附にかかる情報を共有しながら連携し、法⼈等からの寄附⾦受⼊額の増加を図って
いきたい。 
 同窓会報等に振込⽤紙を同封していることから、卒業⽣からの寄附は銀⾏振込の割合が⼤きいが、令和 3 年
度からコンビニ払い、ペイジー払いも選択できるようにしており、今後より⼀層の寄附者の利便性向上及び寄
附⾦の安定確保を図っていく計画である。 

  



 
2．学⽣⽀援実施状況 

（※⽀援実績には年度末現在の⽀援予定を含む。） 
2.1．奨学⾦事業 
 
①⼊学サポート奨学⾦ 

本学へ進学を希望しながら、学業優秀であるが経済的理由により進学を断念せざるを得ない⾼校⽣等に対
して、⼊学時に必要となる学資の⼀部を⽀援した。 

⽀援実績 9 名 計 3,600,000 円 
 
②⼤学院奨学⾦ 

信州⼤学の修⼠課程 2 年次に在籍し、継続して博⼠課程への進学を希望する優秀な学⽣に対して、授業料
等の⼀部を⽀援した。 

⽀援実績 7 名 計 2,100,000 円 
 
③吉川建設奨学⾦ 

建設業と地域の発展に繋がるよう、建築分野及び⼟⽊分野を学ぶ優秀な学⽣に対して、奨学⾦を⽀給し
た。 

⽀援実績 12 名 計 3,150,000 円 
 
 
2.2．グローバル⼈材育成⽀援事業 
 
①学⽣への海外活動（短期）⽀援（3 ヶ⽉未満） 

各学部、グローバル化推進センター等が企画するプログラムに対して往復渡航費の⼀部を⽀援した。 
⽀援実績 91 名 計 5,640,000 円 

 
②学⽣への海外活動（交換留学）⽀援（3 ヶ⽉以上） 

本学と海外の⼤学との間で締結した⼤学間協定⼜は学部間協定に基づき、海外の⼤学に交換留学する学⽣
に対して、海外活動のための奨学⾦を⽀給した。 
 ⽀援実績 9 名 計 2,550,000 円 

 
③外国⼈留学⽣への経済⽀援 

正規留学⽣を確保・拡充するため、意欲的で優秀な質の⾼い私費外国⼈留学⽣に対して奨学⾦を⽀給し
た。 

⽀援実績 20 名 計 7,700,000 円 
 
④国費留学⽣からの⼤学院進学者への特別奨学⾦ 

優秀な質の⾼い国費外国⼈留学⽣のうち、奨学⾦⽀給期間延⻑に申請できなかった者に対して信州⼤学の
⼤学院での学びをサポートする⽬的で奨学⾦を⽀給する。 

⽀援実績 （⽀給対象者なし） 
 



 
2.3．指定事業 
 
※知の森基⾦の⽀援事業の新たな枠組みとして、平成 30 年度より新設。指定事業の募⾦活動及び寄附⾦の管理

は、担当部局の責任において、知の森基⾦の他の寄附⾦と独⽴して⾏う。 
 
①学部⽀援事業 

学部同窓会の協⼒のもと、卒業⽣等が特定の学部へ寄附・⽀援を⾏う。 
   ◆⼈⽂学部 
    収⼊合計︓104,300 円 
   ◆医学部医学科 
    収⼊合計︓4,091,500 円 
   ◆医学部保健学科 
    収⼊合計︓  57,400 円 
   ◆⼯学部 
    収⼊合計︓459,753 円 
   ◆農学部 
    収⼊合計︓1,619,800 円 
   ◆繊維学部 
    収⼊合計︓1,444,800 円 
 
②博⼠⼈材育成⽀援事業 

博⼠学⽣への⽀援に使途を限定した特定基⾦として令和 5 年度より開始した。。 
収⼊合計 927,000 円 
⽀出合計 0 円 
残  額  927,000 円 

 
③附属学校園⽀援事業 

松本と⻑野に所在する信州⼤学教育学部の附属学校園での諸事業に使途を限定して⽀援した。 
収⼊合計 6,119,500 円 
⽀出合計 1,536,648 円 
残  額 4,582,852 円 

  



 
3．⽀援を受けた学⽣の声 
 
⼊学サポート奨学⾦ 
 
 必要なのは教科書や実習に必要な物だけだと思っていたのですが、保険等の⽀払いが重なりました。ですが、

奨学⾦のおかげで⽀払いに困ることなく、とても助かりました。また、⾃分⾃⾝の興味のある事へ、より⼀
層励んでいけると思います。 
（医学部保健学科１年） 

 
⼤学院奨学⾦ 
 
 進学するにあたって、経済的な不安が⼤きかったのですが、このような温かい⽀援を頂くことによってアル

バイトの時間などが軽減され、不安が⼤きく和らぎました。今後も研究に集中し、世界中に貢献するような
研究を⾏いたいと思います 
（総合医理⼯学研究科１年） 

 
外国⼈留学⽣⽀援 
 
 奨学⾦のお陰でより活動範囲を広げることができました。例えば、観測所を⾒学することができました。実

際の望遠鏡及び観測装置を⾒てどのような⼿順で観測が⾏われ、データ化されるのかを学ぶことができまし
た。また、他⼤学との研究会にも参加できました。そこでは⾃分と同じ天⽂分野の研究をしている学⽣及び
先⽣⽅と知識を共有し交流を深めることができました。このような場⾯で知の森奨学⾦が交通費、参加費な
どの形で役⽴ちました。 
（韓国︓修⼠留学⽣） 

 


